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(57)【要約】
【課題】セントラル空調用の殺ウイルス及び滅菌装置を 
提供する。
【解決手段】本発明は、セントラル空調用の殺ウイルス 
及び滅菌装置を開示する。高エネルギー紫外線レーザー 
装置を使用して、ウイルスを効率的かつ迅速に殺し、２ 
組の平行反射鏡により、高エネルギー紫外線レーザー光 
カーテンを前後に反射して重ね、微細粒子のウイルスエ 
アロゾルを殺すという問題を解決することができ、かつ 
紫外線レーザー光による空気の浄化、殺ウイルス及び滅 
菌の過程でオゾンなどの二次汚染物質が発生することは 
ない。装置全体がシンプルな構造で、既存ビルのセント 
ラル空調に使用できセントラル空調の給気管部に設置す 
ればよい。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　4　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
殺 ウ イ ル ス お よ び 滅 菌 装 置 に は 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 、 ２ つ の 反 射 鏡 、 お よ び エ ア ダ ク ト  
キ ャ ビ テ ィ が 含 ま れ 、
前 記 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ は 、 セ ン ト ラ ル 空 調 の エ ア ダ ク ト に 設 置 さ れ 、
前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 は 、 前 記 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ の 外 部 に 設 置 さ れ 、 ２ つ の 前 記 反  
射 鏡 は 、 前 記 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ の 内 部 の 上 壁 と 下 壁 に そ れ ぞ れ 設 置 さ れ 、
前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 は 、 入 射 角 β の 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 を 放 射 す る た め に 使 用 さ れ 、 紫  
外 線 レ ー ザ ー 光 は 、 前 記 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ に 設 置 さ れ た 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 入 射 口 か ら  
前 記 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ 内 部 の 下 壁 に 配 置 さ れ る 反 射 鏡 に 放 射 さ れ 、 ２ 枚 の 前 記 反 射 鏡  
の 作 用 で 複 数 回 反 射 さ れ 、 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ を 流 れ る 空 気 を 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 し 、  
か つ エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ に 設 置 さ れ た 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 出 射 口 か ら 放 出 さ れ 、
前 記 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 に は 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸 収 体 も 含 ま れ 、 前 記 紫 外 線 レ ー ザ  
ー 光 吸 収 体 は 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 出 射 口 に 設 置 さ れ 、 前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸 収 体 は 、 前 記  
紫 外 線 レ ー ザ ー 光 出 射 口 か ら 放 出 さ れ た 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 を 熱 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 熱 エ  
ネ ル ギ ー を 放 出 す る た め に 使 用 さ れ 、
前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸 収 体 内 に は 、 水 冷 機 構 及 び ／ 又 は 空 冷 機 構 が 設 置 さ れ 、
前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸 収 体 内 に は 内 部 凹 面 鏡 も 設 置 さ れ 、 前 記 内 部 凹 面 鏡 は 、 前 記 紫 外  
線 レ ー ザ ー 光 出 射 口 か ら 放 射 さ れ る 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 を 発 散 さ せ る た め に 使 用 さ れ る こ と  
を 特 徴 と す る セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 に は 、 ２ つ の 反 射 鏡 放 熱 フ ィ ン も 含 ま れ 、
２ つ の 前 記 反 射 鏡 放 熱 フ ィ ン は 、 前 記 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ の 内 部 の 上 壁 と 下 壁 に そ れ ぞ  
れ 設 置 さ れ 、 ２ つ の 前 記 反 射 鏡 は そ れ ぞ れ ２ つ の 前 記 反 射 鏡 放 熱 フ ィ ン に 設 置 さ れ る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 内 に 光 学 デ バ イ ス が 設 置 さ れ 、 前 記 光 学 デ バ イ ス は 、 紫 外 線 レ ー  
ザ ー 装 置 に よ っ て 放 出 さ れ る 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 を 整 形 す る た め に 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 １ に 記 載 の セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
紫 外 線 レ ー ザ ー 光 の 入 射 角 β を 調 整 す る こ と が で き 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 の 入 射 角 β を 調 整  
す る こ と に よ り 、 ２ つ の 前 記 反 射 鏡 間 の 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 の 反 射 回 数 を 調 整 す る こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 空 気 浄 化 の 技 術 分 野 、 特 に セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 に 関 す  
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
セ ン ト ラ ル 空 調 換 気 シ ス テ ム 内 の 汚 れ た ほ こ り は 、 ウ イ ル ス や 細 菌 の キ ャ リ ア と し て 、 セ  
ン ト ラ ル 空 調 シ ス テ ム を 介 し て 人 々 が 移 動 す る 屋 内 の 場 所 に 病 原 体 を 拡 散 さ せ 、 そ れ に よ  
っ て 空 気 伝 染 に よ る 呼 吸 器 感 染 症 の 流 行 ま た は 発 生 を 引 き 起 こ す 。 ま た 、 換 気 ダ ク ト 内 の  
粒 子 状 物 質 、 冷 却 塔 や 加 湿 器 か ら 発 生 す る 微 生 物 エ ア ロ ゾ ル 、 空 調 用 ダ ス ト フ ィ ル タ ー の  
表 面 に 付 着 し た ダ ス ト マ イ ト な ど も 、 オ フ ィ ス ビ ル の 密 集 し た オ フ ィ ス ス ペ ー ス に 拡 散 し  
や す く 、 人 の 健 康 を 脅 か す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 屋 内 ウ イ ル ス 消 毒 殺 菌 方 法 に は 、 ス プ レ ー 消 毒 液 、 紫 外 線 ラ ン プ 、 空 気 清 浄 機 な ど  
が あ る 。 セ ン ト ラ ル 空 調 で 使 用 さ れ る 空 気 浄 化 お よ び 消 毒 装 置 は 、 多 く の 場 合 、 プ ラ ズ マ  
ナ ノ 光 触 媒 方 法 を 使 用 し て 空 気 を 浄 化 し 、 そ の 原 理 は 、 浄 化 装 置 の 電 極 板 上 に 二 酸 化 チ タ  
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ン （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ） ナ ノ 材 料 を 調 製 し て 、 高 い 比 表 面 積 と 高 い 酸 化 性 を 備 え た 二 酸 化 チ タ ン フ  
ィ ル ム を 形 成 し 、 低 温 プ ラ ズ マ の 放 電 に よ っ て 生 成 さ れ る 紫 外 線 波 長 （ ３ ５ ０ － ４ ０ ０ ｎ  
ｍ ） を 利 用 し て 、 励 起 に よ る 高 性 能 活 物 質 を 生 成 し 、 プ ラ ズ マ 自 体 の ヒ ド ロ キ シ ル ラ ジ カ  
ル と 結 合 し て 、 複 合 触 媒 酸 化 効 果 を 生 み 出 す こ と で あ る 。 こ の 種 の 装 置 は 構 造 が 複 雑 で 、  
空 気 中 の 大 き な 浮 遊 粒 子 に 対 し て 、 優 れ た 浄 化 効 果 が あ る が 、 空 気 中 に ウ イ ル ス を 含 む 非  
常 に 小 さ な エ ア ロ ゾ ル 浮 遊 物 を 効 率 的 に 殺 す こ と が で き な い 。 ま た 、 装 置 全 体 が 非 常 に 複  
雑 で 専 門 的 な メ ン テ ナ ン ス が 必 要 で あ り 、 使 用 時 間 の 延 長 と と も に 、 そ の 空 気 清 浄 、 殺 ウ  
イ ル ス 及 び 滅 菌 効 果 も 低 下 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
現 在 、 家 族 で 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 屋 内 ウ イ ル ス 消 毒 殺 菌 装 置 に は 、 紫 外 線 ラ ン プ と 空  
気 清 浄 機 が 含 ま れ て い る 。 紫 外 線 ラ ン プ は 、 水 銀 ラ ン プ に よ り 放 射 さ れ た 紫 外 線 を 利 用 し  
て 殺 菌 ・ 消 毒 機 能 を 実 現 し 、 こ の 放 射 さ れ た 紫 外 線 は 、 エ ネ ル ギ ー が 大 き く 、 保 護 対 策 が  
な い と 人 体 に 大 き な 害 を 及 ぼ し や す く な り 、 ま た 、 紫 外 線 ラ ン プ に よ り 、 オ ゾ ン な ど の 二  
次 汚 染 も 発 生 す る 可 能 性 が あ る た め 、 夜 間 で 人 が い な い 状 態 で 使 用 さ れ る こ と が 多 く 、 ２  
４ 時 間 無 休 で 動 作 す る こ と は で き な い 。 現 在 市 販 さ れ て い る ウ イ ル ス 消 毒 殺 菌 機 能 を 備 え  
た 空 気 清 浄 機 は 、 通 常 、 プ ラ ズ マ 浄 化 技 術 や 強 力 な フ ィ ル タ ー な ど を 使 用 し て い る 。 こ の  
方 法 は 、 空 気 中 の 大 き な 浮 遊 粒 子 に の み 適 し て お り 、 浄 化 効 率 が 低 い 、 混 雑 し た 大 規 模 な  
オ フ ィ ス に あ る 場 合 、 そ の 空 気 清 浄 、 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 効 果 は 非 常 に 低 く 、 セ ン ト ラ ル  
空 調 に 適 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 効 果 が 高 く 、 セ ン ト ラ ル 空 調 に 適 し た 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 を ど の  
よ う に 提 供 す る か が 、 早 急 に 解 決 す べ き 技 術 的 課 題 と な っ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 を 提 供 し 、 良 好 な 殺 ウ イ ル ス 及 び  
滅 菌 効 果 を 有 す る セ ン ト ラ ル 空 調 に 適 し た 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的  
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 解 決 手 段 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 、 ２ つ の 反 射 鏡 お よ び エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ を 含 む セ ン ト ラ ル 空 調 用  
の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 で あ っ て 、
前 記 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ は 、 セ ン ト ラ ル 空 調 の エ ア ダ ク ト に 設 置 さ れ 、
前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 は 、 前 記 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ の 外 部 に 設 置 さ れ 、 ２ つ の 前 記 反  
射 鏡 は 、 前 記 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ の 内 部 の 上 壁 と 下 壁 に そ れ ぞ れ 設 置 さ れ 、
前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 は 、 入 射 角 β の 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 を 放 射 す る た め に 使 用 さ れ 、 紫  
外 線 レ ー ザ ー 光 は 、 前 記 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ に 設 置 さ れ た 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 入 射 口 か ら  
前 記 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ 内 部 の 下 壁 に 配 置 さ れ る 反 射 鏡 に 放 射 さ れ 、 ２ 枚 の 前 記 反 射 鏡  
の 作 用 で 複 数 回 反 射 さ れ 、 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ を 流 れ る 空 気 を 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 し 、  
か つ エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ に 設 置 さ れ た 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 出 射 口 か ら 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
任 意 選 択 で 、 前 記 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 に は 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸 収 体 も 含 ま れ 、 前 記  
紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸 収 体 は 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 出 射 口 に 設 置 さ れ 、 前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸  
収 体 は 、 前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 出 射 口 か ら 放 出 さ れ た 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 を 熱 エ ネ ル ギ ー に  
変 換 し 、 熱 エ ネ ル ギ ー を 放 出 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
任 意 選 択 で 、 前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸 収 体 内 に は 、 水 冷 機 構 及 び ／ 又 は 空 冷 機 構 が 設 置 さ  
れ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
任 意 選 択 で 、 前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸 収 体 内 に は 内 部 凹 面 鏡 も 設 置 さ れ 、 前 記 内 部 凹 面 鏡  
は 、 前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 出 射 口 か ら 放 射 さ れ る 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 を 発 散 さ せ る た め に 使  
用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
任 意 選 択 で 、 前 記 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 に は 、 ２ つ の 反 射 鏡 放 熱 フ ィ ン も 含 ま れ 、
２ つ の 前 記 反 射 鏡 放 熱 フ ィ ン は 、 前 記 エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ の 内 部 の 上 壁 と 下 壁 に そ れ ぞ  
れ 設 置 さ れ 、 ２ つ の 前 記 反 射 鏡 は そ れ ぞ れ ２ つ の 前 記 反 射 鏡 放 熱 フ ィ ン に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
任 意 選 択 で 、 前 記 紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 内 に 光 学 デ バ イ ス が 設 置 さ れ 、 前 記 光 学 デ バ イ ス は  
、 紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 に よ っ て 放 出 さ れ る 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 を 整 形 す る た め に 使 用 さ れ る  
。
【 ０ ０ １ ４ 】
任 意 選 択 で 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 の 入 射 角 β を 調 整 す る こ と が で き 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 の 入  
射 角 β を 調 整 す る こ と に よ り 、 ２ つ の 前 記 反 射 鏡 間 の 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 の 反 射 回 数 を 調 整  
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に よ っ て 提 供 さ れ る 具 体 的 な 実 施 例 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、 以 下 の 技 術 的 効 果 を 開 示  
す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 は 、 セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 を 開 示 す る 。 高 エ ネ ル ギ ー 紫 外 線  
レ ー ザ ー 装 置 を 使 用 し て 、 ウ イ ル ス を 効 率 的 か つ 迅 速 に 殺 し 、 ２ 組 の 平 行 反 射 鏡 を 通 し て  
、 高 エ ネ ル ギ ー 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 カ ー テ ン を 前 後 に 反 射 し て 重 ね 、 微 細 な 粒 径 の ウ イ ル ス  
エ ア ロ ゾ ル を 殺 滅 す る と い う 問 題 を 解 決 す る こ と が で き 、 か つ 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 に よ る 空  
気 の 浄 化 、 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 の 過 程 で オ ゾ ン な ど の 二 次 汚 染 物 質 が 発 生 す る こ と は な い  
。 装 置 全 体 が シ ン プ ル な 構 造 で 、 既 存 ビ ル の セ ン ト ラ ル 空 調 に 使 用 で き 、 セ ン ト ラ ル 空 調  
の 給 気 管 部 に 設 置 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 は ま た 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 の 入 射 角 を 調 整 し 、 反 射 回 数 を 増 加 さ せ る こ と に よ り 、  
高 効 率 の 滅 殺 の 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 実 施 例 ま た は 従 来 技 術 の 技 術 的 解 決 手 段 を よ り 明 確 に 説 明 す る た め に 、 実 施 例 に  
必 要 な 図 面 を 以 下 に 簡 単 に 紹 介 す る 。 明 ら か に 、 以 下 の 説 明 の 図 面 は 、 本 発 明 の 一 部 の 実  
施 例 に す ぎ な い 。 当 業 者 に と っ て 、 創 造 的 な 労 力 な し で 、 こ れ ら の 図 面 に 基 づ い て 他 の 図  
面 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に よ っ て 提 供 さ れ る セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置  
の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 に よ っ て 提 供 さ れ る セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置  
の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 に よ っ て 提 供 さ れ る セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置  
の 立 体 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 は 、 セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 を 提 供 し 、 良 好 な 殺 ウ イ ル ス 及 び  
滅 菌 効 果 を 有 す る セ ン ト ラ ル 空 調 に 適 し た 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的  
と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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本 発 明 の 上 記 目 的 、 特 徴 及 び 利 点 を よ り 顕 著 で 分 か り や す く す る た め に 、 以 下 に 図 面 及 び  
発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 を 参 照 し な が ら 発 明 を さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 は 、 セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 を 提 供 す  
る 。 こ の セ ン ト ラ ル 空 調 用 の 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 装 置 は 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 １ 、 エ ア ダ  
ク ト キ ャ ビ テ ィ ２ 、 反 射 鏡 ８ 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸 収 体 ５ 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸 収 体 ５ 内  
に 設 置 さ れ た 長 方 形 内 部 凹 面 鏡 及 び 反 射 鏡 ８ に 設 置 さ れ た 反 射 鏡 放 熱 フ ィ ン ９ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 １ は 紫 外 線 ビ ー ム を 発 生 す る レ ー ザ ー 装 置 で 、 エ ネ ル ギ ー 密 度 は 一 般  
的 な 紫 外 線 ラ ン プ よ り 数 千 万 倍 高 い 。 該 紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 に よ っ て 生 成 さ れ た 紫 外 線 レ  
ー ザ ー 光 は 内 部 光 学 デ バ イ ス に よ っ て 整 形 さ れ 、 そ の 断 面 は 矩 形 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
エ ア ダ ク ト キ ャ ビ テ ィ ２ は 、 セ ン ト ラ ル 空 調 の エ ア ダ ク ト に 設 置 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
濁 っ た 空 気 ３ に は ウ イ ル ス と 細 菌 が 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
整 形 さ れ た 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 ４ は 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 装 置 １ に よ っ て 生 成 さ れ 、 反 射 鏡 ８ に  
入 射 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 入 射 角 は β 、 反 射 鏡 ８ と の 間 の 夾 角 は α で あ る 。 こ こ で 、  
α ＋ β ＝ ９ ０ ° で 、 入 射 角 β を 調 整 す る こ と に よ り 、 固 定 長 反 射 鏡 ８ で の 反 射 回 数 を 制 御  
す る こ と が で き 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 と 空 気 と の 接 触 時 間 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸 収 体 ５ は 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 の エ ネ ル ギ ー を 熱 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る  
た め に 使 用 さ れ 、 そ の 内 部 の 水 冷 ま た は 空 冷 機 構 に よ っ て 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
長 方 形 の 内 部 凹 面 鏡 ６ は 、 平 行 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 を 発 散 さ せ る よ う に 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光  
吸 収 体 ５ の 内 部 に 設 置 さ れ 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 の エ ネ ル ギ ー 密 度 を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
純 粋 な 空 気 ７ は 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 で 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 さ れ 、 濁 っ た 空 気 ３ 内 に 存 在 す  
る ウ イ ル ス が 含 ま れ る エ ア ロ ゾ ル 、 細 菌 等 の 汚 染 物 質 が 殺 滅 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
反 射 鏡 ８ が 平 行 の ２ つ で あ る 。 整 形 さ れ た 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 ４ は ２ つ の 反 射 鏡 に 入 射 し 、  
前 後 に 反 射 し 、 最 後 に 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 吸 収 体 ５ 内 に 入 射 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
反 射 鏡 ８ は 、 反 射 鏡 の 熱 を 放 散 す る た め に 、 反 射 鏡 放 熱 フ ィ ン ９ に ぴ っ た り と 張 り 付 い て  
い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 の 技 術 的 効 果 は 以 下 の と お り で あ る 。
１ ． 従 来 の 紫 外 線 レ ー ザ ー ラ ン プ の 代 わ り に 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 を 使 用 す る こ と が 提 案 さ れ  
て お り 、 こ の 方 法 で は 、 構 造 が 簡 単 で 、 オ ゾ ン な ど の 二 次 汚 染 物 質 を 生 成 せ ず 、 紫 外 線 レ  
ー ザ ー 光 の エ ネ ル ギ ー は 従 来 の 紫 外 線 ラ ン プ よ り 数 千 万 倍 大 き い た め 、 ウ イ ル ス な ど の 汚  
染 物 質 を 瞬 時 に 殺 滅 す る こ と が で き 、 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 効 果 に 非 常 に 優 れ て い る 。
２ ． ２ 組 の 反 射 鏡 を 使 用 し て 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 を 前 後 に 反 射 し 、 濁 っ た 空 気 と 紫 外 線 レ ー  
ザ ー 光 の 作 用 時 間 を 増 や し 、 空 気 中 の 汚 染 物 質 を 段 階 的 に 殺 滅 し 、 殺 ウ イ ル ス 及 び 滅 菌 の  
効 率 を さ ら に 向 上 さ せ る 。 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 の 入 射 角 β を 調 整 す る こ と に よ り 、 反 射 回 数  
を 調 整 す る こ と が で き る 。
３ ． 該 装 置 は 、 フ ィ ル タ ー な ど の 構 造 が 不 要 で 、 エ ア ダ ク ト へ の 影 響 は ほ と ん ど な く 、 空  
気 抵 抗 が な い た め 、 セ ン ト ラ ル 空 調 の エ ネ ル ギ ー 消 費 を 節 約 し 、 使 用 コ ス ト を 削 減 す る 。
４ ． 該 装 置 は 、 紫 外 光 吸 収 体 を 使 用 し て 過 剰 な 紫 外 光 を 熱 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 空 冷 装 置  
ま た は 水 冷 装 置 に よ っ て 除 去 さ れ 、 構 造 が シ ン プ ル で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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従 来 の 紫 外 線 ラ ン プ と 比 較 し て 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 の エ ネ ル ギ ー は 紫 外 線 ラ ン プ の そ れ よ  
り 数 千 万 倍 高 く 、 そ し て 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 と 空 気 の 相 互 作 用 は 、 オ ゾ ン な ど の 二 次 汚 染  
物 質 を 生 成 せ ず 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 は 指 向 性 に 優 れ て い る 。 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 は 該 装 置 内  
で 最 終 的 に 吸 収 体 に 完 全 に 吸 収 さ れ 、 オ ー バ ー フ ロ ー し て 人 体 に 害 を 及 ぼ す こ と は な い た  
め 、 該 装 置 は 一 日 中 途 切 れ る こ と な く 動 作 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ウ イ ル ス 消 毒 殺 菌 機 能 を 備 え た 空 気 清 浄 機 に 比 べ 、 該 装 置 は 、 構 造 が シ ン プ ル で 、 空 気 中  
の 極 小 の 細 菌 や ウ イ ル ス を 浄 化 で き 、 浄 化 効 率 が 高 く 、 後 で 洗 浄 し て 交 換 す る 必 要 の あ る  
分 離 ネ ッ ト 等 の 設 備 が な く 、 メ ン テ ナ ン ス コ ス ト が 低 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
セ ン ト ラ ル 空 調 に 使 用 さ れ る 空 気 浄 化 ・ 消 毒 装 置 と 比 較 し て 、 こ の 装 置 は 複 雑 な 触 媒 装 置  
を 備 え ず 、 ２ 組 の 平 行 反 射 鏡 を 使 用 し て 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 カ ー テ ン を 前 後 に 反 射 お よ び 重  
ね さ せ る 。 こ れ に よ り 、 汚 染 さ れ た 空 気 が 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 と 相 互 作 用 す る 時 間 が 長 く な  
る 。 こ の 方 法 は 、 微 細 な 粒 径 を 有 す る ウ イ ル ス エ ア ロ ゾ ル を 殺 滅 す る 問 題 を 解 決 す る こ と  
が で き る 。 ま た 、 紫 外 線 レ ー ザ ー 光 の 入 射 角 を 調 整 し 、 反 射 回 数 を 増 加 さ せ る こ と に よ り  
、 高 効 率 の 滅 殺 の 目 的 を 達 成 す る 。 同 時 に 、 こ の 装 置 の 追 加 は 、 セ ン ト ラ ル 空 調 の 元 の エ  
ア ダ ク ト 構 造 を 変 更 せ ず 、 空 気 抵 抗 を 追 加 せ ず 、 空 調 の エ ネ ル ギ ー 消 費 を ほ と ん ど 増 加 さ  
せ な い 。 ２ ４ 時 間 中 断 す る こ と な く 動 作 で き 、 オ ゾ ン な ど の 二 次 汚 染 物 質 を 生 成 す る こ と  
は な い 。 装 置 全 体 が シ ン プ ル な 構 造 で 、 既 存 ビ ル の セ ン ト ラ ル 空 調 に 使 用 で き 、 セ ン ト ラ  
ル 空 調 の 給 気 管 部 に 設 置 す れ ば よ い 。 ま た 、 使 用 時 間 の 延 長 に よ り 、 該 装 置 の ウ イ ル ス を  
殺 滅 す る 能 力 は ほ と ん ど 低 下 し な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 明 細 書 に お け る 各 実 施 例 は 段 階 的 に 説 明 さ れ て お り 、 各 実 施 例 が 主 に 説 明 す る こ と は い  
ず れ も 他 の 実 施 例 と の 相 違 点 で あ り 、 各 実 施 例 間 で 同 一 ま た は 同 様 の 部 分 は 、 互 い に 参 照  
す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 明 細 書 で は 、 本 発 明 の 原 理 と 実 施 形 態 を 説 明 す る た め に 具 体 的 な 例 を 使 用 し て い る 。 上  
記 の 実 施 例 の 説 明 は 、 本 発 明 の 方 法 と コ ア ア イ デ ア を 理 解 す る た め に の み 使 用 さ れ て い る  
。 説 明 さ れ て い る 実 施 例 は 、 本 発 明 の 実 施 例 の 一 部 に す ぎ ず 、 す べ て の 実 施 例 で は な い 。  
本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ い て 、 創 造 的 な 作 業 な し に 当 業 者 に よ っ て 得 ら れ る 他 の す べ て の 実  
施 例 は 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 に 含 ま れ る も の と す る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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